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白糸台小学校の教育について（前期を振り返って）アンケート結果 

 
 ６月に実施した前期保護者アンケートにご協力くださり、ありがとうございました。皆様からいただ

いたご回答の集計及び考察を以下にお示しします。 

学校・家庭・地域が協働し、児童の「いまよりももっとよくなりたい」という願いをかなえる学校づく

りを目指して活用していきます。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

【学校に関する項目】 

 
 

 

 

 
 

令和４年９月 5 日 

特別号 

学校だより、保健だより、学年・学級・専科だよりを主として、学校の様子を発信してきました。

学習活動や学校生活の様子を、出来る限り知っていただけるよう努めてまいりました。 

毎月、計画的に避難訓練を実施しています。火災や地震だけでなく、不審者対応や電源喪失など、

様々な想定での訓練を行い、児童に「自分の命は自分で守る力」を身に付けさせています。自分の命

を守ることが、他人の命も守ることにつながっていきます。また、教職員の緊急時の対応力も高めて

います。 

 

1:( 24.0%) 

2:( 69.4%) 

3:(  5.5%) 

4:(  0.4%) 

5:(  0.8%) 

1:( 16.5%) 

2:( 73.1%) 

3:(  8.3%) 

4:(   0%) 

5:(  2.1%) 

① 「学校は」教育方針や活動内容、児童の様子を保護者会、学校公開や学校だよりなどで伝えている。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月、教職員が担当の施設の安全点検を行っています。屋内外問わず、不具合を見付けたら、迅速

に修繕等の対応を取っています。昨年度末には、外壁塗装が終わりました。改善要望の多いトイレの

修繕に関しては、市や教育委員会と連携し、来年度に改修予定です。 

保護者会を通して、授業や学校生活の様子をお伝えしました。個々に関しては、通信で行うスマー

ト連絡帳での出欠席・体温確認へ伝え方が変わりました。必要に応じて、ノートの連絡帳や電話等で

様子を伝え合うなど、家庭と学校との連絡を密に取るようにしています。夏休み期間に、各家庭との

個人面談を行い、個別の課題について共有する機会を設けました。 

 

各学年の学習課題を取り上げ、教員が児童一人一人の理解度に合わせて、授業内容や課題設定を

工夫して進めています。３年生以上の算数科では、単元ごとに習熟度別クラスを編成し、授業を行

っています。また、一人一台ずつタブレット端末をもち、情報機器を活用した学習も推進していま

す。 
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【ご家庭に関する項目】 

 
 

 

 

【お子さんに関する項目】 

学校生活のあらゆる場面で、児童とコミュニケーションを深め、児童理解に生かしています。ま

た、SC（スクールカウンセラー）や学習支援員等、関係職員との連携も活用しています。 

現在、子供たちが受けるストレスの内容は一つに絞れなくなってきています。そうした中でも、

各ご家庭が子供たちの声を受け止めていることは、心の安定につながっています。今後とも、ご家

庭での取り組みをよろしくお願いします。 

約９０％のご家庭で学校や友達の話題が挙がっている一方、約９％が学校や友達の話題が少ないと

出ています。児童の発達段階にもよりますが、子供たちから学校や友達との出来事を引き出し、受け

止めていただければと考えます。 
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5:( 6.6%) 

1:(20.7%) 

2:(76.9%) 

3:( 1.7%) 

4:(  0%) 

5:( 0.7%) 

1:(43.0%) 
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昨年度、一昨年度のコロナ禍と比べると、学校で友達と関わる機会が増えてきました。学校行

事の中で、同級生だけでなく、異学年でも関わりました。上手くいったことやいかなかったこと、

それぞれの経験が楽しさにつながっています。一方で、学校は、勉強や友達関係の難しさを知る

場でもあります。教職員がサポートできるように声掛けをしていきます。 

基本的な生活習慣は、学校と家庭が協力して勧めていかなければならないことです。挨拶や

言葉遣いは、時と場合において学校生活の中で主に取り組んでいきます。早寝早起き加えて朝

ごはんは、ご家庭での取組となります。基本的な生活習慣を整えていけるように、学校でも振

り返りをしていきます。 

昨年度に比べ、家庭学習の習慣が身に付いている児童の割合が減っています。学力の二極化にも

表れており、学習内容を定着させるためにも家庭学習が必要だと考えます。学校からも必要性を促

していきますが、ご家庭でも学習時間の支援や指導をお願いします。 
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